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鮎告書発刊に当って

九殿遺跡発掘の報告書を発刊することが出来ました。氷見市が九殿浜に漁業栽培センターを建設するに当り遺

跡があればこれをさけたいとする市の希望に従ってこの発掘は始まったのでありますが，団長だった鳩尾正一先

生が発掘に先立って病床の身となられ，床中から種々指導をされていたが，第一回発掘の終った後，数日にして

不帰の客となられるという不幸を中にはさみ，引つづく第二回発掘までで新設される漁業栽培センター敷地（予定）

内には製塩遺跡が含まれてないことが明らかになりましたので一応発掘を終り，その調査結果をここに上梓する

ことにしました。

第一回の発掘では

8月19日～25日の間は，橋本澄夫，岸本雅敏，湊農，児島清文，白岩淳雄，奥日直孝，細川真樹の諸氏と

小生ならびに氷高歴史クラブ員，市教委の社会教育課男らによって発掘作業がすすめられ，8月26日～31日

の間は，岸本雅敏，湊農，細川真樹の諸氏と市教委社会教育課員らによって発掘作業が行なわれました。

第二回発掘では

10月29日に，湊農氏と小生の外，市社会教育課員，市水産商工課男らによって発掘作業が行なわれました。

従って，この報告書は，氷見高校歴史クラブの報告をもとに小生が手を入れたものであり，8月26日～3鼠

日の記事については岸本雅敏氏の「氷見市丸殿浜遺跡調査概報」によるところが多いのであります。

この報告書を出版するに当って発掘の指導や能登半島関係製塩遺跡諸資料の展観，提供に御協か－ただいた石

川考古学研究会の橋本澄夫氏，発掘指導に当られた県文化課の岸本雅敏氏，全国製塩遺跡に関する諸資料の提供

や貴重な御意見を賜った岡山大学の春成教授，小野助手に感謝の意を表するものであります。

昭和50年3月

氷見市教育長　　斉　　藤　　遺　　保



瞥

l

9．．
’‘・■－
指

。　　　　　　　　 1ニー／
1こ

． ・詳
う．，il l　 と 、ノ ～

蚕．

．お ‘・た．．－’‘　 ll

道 産 ‾2・

翠 ’

琶 ・胤 ・・et

・・’．ミご・畳．・

A　　　　 Im
、．．ヽ・

選 評

．’も
9・　　 ‘’滞

寸　　　 9千丁恨

強 顔 ．‥．．翳 ．

・‘’膠 ．’ l
滅 ・

l

1　 8．
．9．

J．11禦 顆 1三　　 一・

‾－1‾．lJ 、．．．‘瑳誘 ・

ここ’振 ご’’ ！ ・

ヤ
／′／
J
リ

ノ

斌 ‘ ＼1 ・

1
1

／／

√

一一tl‾、－　　 ▼一冊　 l

媚

l
ll田下

・I

禁

l 皿 ル　　　　　 ご’三捗 ≡套ヨ ・‘・1ニ
ll

酢 難 髭 ・i‘ A‾r

ll

歪 節 堪 禁 l鑑 Il

ll

L ・・、、・、、

／－・ご

＼
還！．’…・・・諒・照

協 ． 杉 1

！形 －＿ 一．1‘隼
1図　遺跡付近図（1／50000）



一
　
1
．

l

・

▲

1

1

L

－

圭年
金
保
養
セ
ン
タ
ー

〝
ひ
み
ソ

□第1回発掘

車第2回発掘

②九殿浜発掘地近辺実測図
〔氷見轟土木部〕

0　10　20　30　40　50

1l l l l l m

2図

⊥
一　　　　　　　　　　　　　一　　‾　　　‾－　　‾　　　－

発掘地実測図



1．遺跡の所在地

氷見市姿字九殿

200，201，202，208，209，213，214，217，218，219，番

地。

灘浦海岸にそった国道160号線は，道幅も広くなり，舗装もすんですっかり整備された観光

道路になった。

海のむこうに二上山や岩崎鼻の燈台が望まれ，さらに遠く岩瀬浜や富山湾ぞいの町並が細い長

い線状に連らなり，晴れた日にはその背後に立山連峰が白雪で縁どられた藍色の雄姿を浮ばせる。

このような美しい景色を眺めながら氷見の市街から北に約10km，この道路を七尾に向ってたど

り，大境の部落を右手にみながら峠をのぼりつめ，やがて姿の部落に入ろうとするところに，東

の方，海側に国民年金保養センター“ひみクの近代的な建物が見える。

九殿遺跡は，この保養センターの崖下からさらに東方に向って割合広く展開されている谷間の

畑地の磯際に存在している。南北を山塊に困れて東方が海に臨んでいる地形である。ここから見

る虻ケ島が一番美しいといわれている。（1図参照）

姿部落が現在地に形成される前は，この九殿にその部落があったという伝説もある。冬期は北

東方から高波．をうけて侵蝕が目立つ。

2．調査の目的

この遺跡の海岸側は長年の侵蝕によって21花から31花の切りたった崖になっている。昭和30

年6月に，ここで畑の耕作に従っていた広沢周曹氏からの報告によって氷見高校歴史クラブが調

査をして製塩土器の尖底部数箇と其の他の土師器や須恵器の破片などを採集している。

昭和49年になって，この谷間の畑地の中央部に漁業栽培センターが建設されることになり，

侵蝕の甚しいこの地に，なお製塩遺跡が残存しているかどうか，漁業栽培センターの建設敷地内

にその遺跡が含まれているかどうかを調査することになった。

能登半島の古代製塩遺跡については，石川考古学研究会の橋本澄夫氏，高堀勝喜氏，岡山大学

の近藤義郎教授らの報告にある通り，昭和29（1954）年頃から関心がもたれ，同年の志賀

町小浦海岸遺跡の発掘をはじめとして，昭和34（1959）年の珠州市森腰遺跡，七尾市庵遺

跡の発掘など数回の調査が行われ，その遺跡の分布も，富山湾に画する内浦を中心とし，富来，

羽咋の外浦に及ぶ約150ヶ所が明らかにされている。

地形的にみて，おそらく氷見地方の灘浦海岸にも，これらと関連のある製塩遺跡の存在が考え

られるのであるが，この九殿の浜以外は未だ明らかにされていない。おそらく海岸沿いの道路づ

くりなどの折に埋没されたりしたのではないだろうか。

この九殿遺跡は道路から蓮に離れた海浜で，人工的施設に恵まれなかったことが，その残存に

幸せであったのかも知れない。

3．調査の経過

（1）調査団の編成

昭和49年7月2日，九殿製塩遺跡試掘についての第一回打合せ会が開催され，次のような調

査団が編成された。

団長　嶋尾正一（県文化財専門委貝，氷見市文化財審議委員長）
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調査員　湊　農（富山考古学全長，日本考古学協会貞）

斉藤道保（県立氷見高校長，日本考古学協会貝）

円仏三郎兵衛（女良小学校長）

児島清文（市文化財審議貞）

白岩淳雄（氷見高校歴史クラブ顧問）

奥田直孝（同　　　　上）

なお，発掘には主として氷見高校歴史クラブの協力を受けることとし，発掘指導には斉藤，白

岩，奥田が当ることにした。

また，製塩遺跡発掘は県内では初めてなので，製塩遺跡発掘に経験のある適当な指導者を招く

ことを決めた。

これは，後日，能登半島製塩遺跡発掘経験豊かな石川考古学研究会の橋本澄夫氏と，岡山大学

で近藤義郎教授の指導を受けた県耳化課の岸本雅敏氏とを招くことになった。

また，調査は8月20日（火）より開始することにし，調査員に細川真樹（高岡第一高校教諭）

を加えた。

（2）第一回調査

調査期間　昭和49年8月19日～8月31日

調査概要　8月19日，調査団員ならびに市教委社会教育課員によって現地打合せを行なっ

た。下草刈は20日から始まった。

8月21日，海岸線に平行して，ほぼ南北にむかうものと，之に直角に海岸から谷の奥へ，ほぼ東

西に向う21ル×21ルづつのグリッドを設定して発掘を行なうことにした。（2図参照）

これらのグリッドにおいては，一般に土の堆積が厚くて，自然砂層に到するには1．51花から

21花の深さにまで掘り下げなければならなかった。Ⅹ9からⅩ－3に至るYl軸の各区の発掘は
ヽ

23日で，Y7からY－5に至るⅩ5軸の各区の発掘は24日で一応終了し，壁面の実測が引き

つづいて行なわれた。

25日には前日から始っていたⅩ10Y7，ⅩlY－5の2地区の発掘と，新たにⅩ2Y5区

の発掘にかかった。

これまでの各地区からの出土遺物は極めて少量で，かつ細片が多かったが，Ⅹ2Y5区からは

多量の土器が集中して出土した。

このⅩ2Y5区周辺は，昭和30年に広沢周曹氏が耕作中，土器を多数掘出し，氷見高校に報

告した地点である。ここには何らかの遺構の存在が想像された。

26日から31日までは比較的降雨日が多く，作業も難渋したが，Ⅹ2Y5区につムっいてⅩ2

Y4，Ⅹ1Y5，Ⅹ1Y4の地区を発掘するほか谷の奥地区の坪堀りを行なった。

この坪掘りでは遺物は全く無かったが，Ⅹ2Y5，Ⅹ2Y4，Ⅹ1Y5，Ⅹ1Y4の区画から

は，引つづき多数の土器片が出土した。

なお，Ⅹ4軸を海辺まで延ばした崖ぶちの中腹からも，多数の土器片が採集された。

Ⅹ2Y5，Ⅹ2Y4，ⅩlY5，ⅩlY4の各地区では岸本魂敏氏の報告によると火をたいた

痕跡が認められ，ここにあるいは炉址があったのではないかという推定がなされた。

第一回謝査終了後，9月14日，調査団は会合をもって第→回発掘の反省を行ない，席上，Ⅹ

5Y7区以東以南で小川と海岸に困れた区域を「再調査必要区域」とし（2図①イロ，イハ）現状

の保存を希望し，小川以南の台地は未調査に付「確認調査必要区域」とすることを決定した。

（2図①②参照）

（3）第二回調査

昭和49年10月，漁業栽培センター敷地の候補区画が調査団に提示された。この中に，第一
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回発掘の結果，確認調査を必要とする区域にした小川南方の台地が含まれていたことと，遺跡の

範囲再確認の意味で第二回の発掘調査を実施した。

調査期日　昭和49年10月29日

調査概要　前回の発掘との関連もあって，漁業栽培センター敷地外のⅩ5Yll区，Ⅹ－3Y

l O区と敷地内のⅩ5Y17区，Ⅹ－3Y17区および敷地内で小川の南方の未調査台地上のA

地区との5地区の発掘調査を行なった。（2図①，②参照）

全地区よりの遺物の出土は極めて薄くⅩ5Yll区に於てのみわずかな土器片を得たのみであ

った。

Ⅹ5Yll区では地表下1彿25で純砂層に達したが，この砂層上の東南部に厚さ3－10細

の白色粘土層があった。Ⅹ軸上で，このような粘土層はこれより西方では見ることが出来なかっ

た。（6図参照）

Ⅹ5Y17区では75細の深さで黄白色砂層に達した。この黄白色砂層は，Ⅹ5軸で海岸から

Yll区にまで伸びて来ていた灰白色砂層とは明らかに異った自然砂層であった。

（6図参照）

Ⅹ－3Y17区とⅩ－3Yl O区とでは各々地表下800m，1150仇で自然砂層に達したが，

遺物の出土は無く湧水に苦しめられた。（7図参照）

小川南方の台地上のA区では，地表下750mで砂層に達したが，その上層の赤褐色土層は固い

層で共に遺物は皆無だった。（7図参照）

この結果，氷見市が漁業栽培センター候補地としている敷地内には製塩遺跡は含まれていない
吐

と考えられたので，前回発掘の結果，現状保存区域としたⅩ5Y7区以東以南の海と小川で困れ

た区域の現状保存を図るよう答申することに決定をして調査を終了した。

4．遺跡・遺構

（1）地　層

九殿浜遺跡近辺の地層は，地表からいうと赤褐色粘土質土層，黒褐色粘土質土層，灰褐色粘土

まじり砂層，灰白色砂層の四層からなっている。こ‾のうち赤褐色粘土質土層と黒褐色粘土質土層

との境界は判別が頗る困難であった。

おそらく灰白色砂層の上に，海水位の上昇によって汀線が後退し，山裾を洗った波浪にノよって

堆積したものが灰褐色粘土まじり砂層であり，この上に北側山現の赤褐色粘土質の土壌が風雨に

よってもたらされて厚く覆いかぶきって層序をつくったものであろう。黒褐色粘土質土層は赤褐

色粘土質土層の下部が湿気を帯びて黒褐色を呈しているとも見られる。

南北に向っているYl軸でみると（図6参照）灰白色砂層や灰褐色粘土まじり砂層はⅩ3Yl

区以北では，ほ、ぼ水平で，北方の山裾に至るほど，その上に赤褐色粘土質土層が厚く覆いかぶき

っている。これが地表における高まりともなっている。

Ⅹ3Yl区から灰白色砂層や灰褐色粘土まじり砂層が急激に低下するのは，砂丘面の海へ向っ

ての低下と考えてよいのではなかろうか。

東西に向っているⅩ5軸でみると灰白色砂層はⅩ5Y3区を頂点としたⅩ5Y－3区からⅩ5
′‾

Y6区に及ぶ高まりとⅩ5Y9区を頂点としたⅩ5Y6，からⅩ5Y13区に及ぶ高まりとがあ

るが，これは南北方向の小砂丘が並んでいたと考えて良いのでなかろうか。灰褐色粘土まじり砂

層は，このⅩ軸についても比較的平坦である。

以上から，灰白色砂層は南北方向にむいた小砂丘で，南端は小川に臨んでいたらしい。しばら

く地表面となっていたらしいことは，後述の土器出土状況から想像される。その後，海水に覆わ
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れてつくられたものが灰褐色粘土まじり砂層である。だからこの層は平坦な表面をもっているの

である。能登の遺跡において，岡山大学近藤教授は，同様な地層に対して，土器の微粒片を含ん

でいるので，灰褐色を呈するのであろうという見解を示されている。海水に洗われている間に焼

成の悪い土器は微粒片となって混入したのであろう。

Ⅹ5Y17区になると表土につづく赤褐色粘土質土層の下に黄白色の自然砂層があり，いまま

での灰白色砂層とは明らかに異質の自然砂層が存在している。灰白色砂層が地表面となっていた

時期には，この黄白色砂層は地表面となっていなかったのではないかと思われる。

（2）遺　構

遺物の出土量は決して多いとはいえないし，しかも細片が多かった。グリッドからの出土点数

は土器出土状況図の通りである。

土器片出土状況
各区画内の数字は出土土器片数

二　三　二
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は，ここが

崖端だった

ので崖の中

腹部から露

出しかけて

いるものを

痍集した。

ここでは器

型を想像で

〆〆〆〆　　　　　　　きる程，割
合に土器片も大きかった。

南北にむいているYl軸，東西にむいているⅩ5軸上の地区では，出土した土器片は小片もし

くは細片で，大体黒褐色粘土質土層からの出土が多かった。ただⅩ5Yl区では灰白色砂層と灰

褐色粘土まじり砂層との境目にも出土した。

Ⅹ2Y5区，Ⅹ2Y4区，ⅩlY5区，Ⅹ1Y4区の一画は特に土器の出土が多かった。

この中でも，Ⅹ2Y4区，Ⅹ1Y4区から出土の土器が多く，灰白色砂層上の粘土層を中心と

しての出土が目立った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

以上の点から，当時の生活面は灰白色砂層上と考えられること，Ⅹ1Y4区，Ⅹ2Y4区，Ⅹ

1Y5区，Ⅹ2Y5区と，Ⅹ4Y－5区の崖端の地点と，Ⅹ5Y3区，Ⅹ5Yl区近辺とが，当

時の何等かの遺構発見の可能性のある地域と判断された。

またⅩ5Y7区以北，以西には，．製塩に関する遺構は大体存在しないとも判断された。なお，

侵蝕の甚しい海岸なので，かつての遺跡の若干は，既に崩壊して海底に姿を消してしまっている

という想像も現実性の高いものと考えられた。

8月26日以降，この遺跡の発掘をつづけられた岸本雅敏氏は，Ⅹ1，2、Y4，5地区では

「表土から約50C仇，掘り下げたとこ’ろに厚さ15－20α机の炭混り粘土層が見られ，この層か

らは棒状尖底を含む製塩土器片と若干の須恵器，土師器が集中的に出土した。その面的な拡がり

は長径約21ル×短径1．8勝の不整円形の枠内に限定される。この炭混り遺物包含層の最下面で

は粘土が過熱を受けて黒く焼け，その下は黄褐色に変色している箇所もみられた。」として，同氏

はこの地点に製塩用炉址があったと判断された。けれどさらに文をつづけて「しかし製塩土器の

出土状態には，何ら一定の秩序は認められなかった。また，煎勲が行なわれた状態を示すような
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土器の出土はみられなかった」とのべられている。

岡山大学の近藤教授は，能登の庵，城ケ崎などの製塩遺跡では，土器と共に炭灰が多く伴出し，

土器と共に炭灰が同時に遺棄された事が察せられると述べておられる。

Ⅹ4Y－5区は崖際なので発掘が出来ず，崖際から露出している土器を相当量採集したが，ここ

にも何等かの遺構がありそうで製塩遺跡に多い土器捨場の一つでないかとも考えられた。

5．出土遺物

前述したように出土した遺物はあまり多くなく，みかん用ダンボール箱のほぼ二精分である。

出土遺物は全て土器類で，その大部分が製塩土器片である。この他，若干の須恵器と土師器と

が伴出している。（8－11図の土器写真ならびに12図の土器実測図参照）

（1）製塩土器

いずれも能登式製塩土器と称されているもので，指先でつまみ伸したような棒状の尖底部を特

徴とする。橋本澄夫氏の分類によると能登式土器C類型式のものである。この型式のものは七尾

湾から珠州岬付近に至る内浦海岸全域に分布しているという。

本遺跡からは約30個の棒状尖底部（12図中段1－22）とこれに関連すると思われる素焼

の土器片とが多く出土した。

近藤義郎，橋本澄夫氏によると，能登の野崎遺跡の製塩土器はラッパ状に外反するロ緑と細長

い胴部と指先で引きのばしたような尖底部をもつ（左図参照）とい

うが，本遺跡ではあまりラッパ状に外反した口緑部は発見できな

かった。むしろ直口型のロ縁片と考えられるもの（12図6－8）

や胴部と考えられるものがあった。（11図9）

石川県鳳至郡能都町城ケ崎出土のものは直口型で尖底であった

と報ぜられているが，これに類似したものかもしれない。

尖底部は棒状に伸びて先端が丸味を帯びたものもあるが，先端

が押しつけたように平らたになり，わずかに張出しをみせている

ものも多い。（12図，中段参照）

土器の表面は，中には軟化脆弱化して粗面の出ているものもあ

り，あまり良い焼成ではない。明褐色のものが多いが，火力を受

けた部分は黒ずんだり，桃褐色，灰白色に変色したり表面の剥落

をおこしているものもある。

土器の休部は，大部分は指先で整えられて平士勘こ仕上げられた

内浦町長尾出土　　　り刷毛目整形を行なっている。（12図，下段1－4）

胎土には砂粒の混入があるものと，全く之の認められないものとがある。

（2）須恵器

蓋付のナ不の身部と考えられるもの（12図，13－15），蓋の一部（同17），深鉢と考え

られるもの（同16）などがあり，器面には，たたき目のあるもの，櫛描波状文のもの，縄文手

法のうかがえるもの（同下段5－7）がある。

（3）土師器

製塩土器以外のものでは，甑（こしき）の把手（11図6，7），土錘（どすい）（8図2，

12図18），高杯（10図11，12，12図12）や空（まり）や杯と思われるもの（12

図5，11），婆の口緑部（12図1～4）壷の日綾部（12図9，10）などがあり，底部に

昼糸切のあとが残っている（8図9，12）ものがある。底部の径は5－6細である。
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高杯は口径22αmで杯の内面は黒くぬった内黒土器である。出土状況は5図土器出土状況写真

のようにま不部を下にして出土した。

橋本澄夫氏は，このような尖底の製塩土器は大体7世紀頃のものと推定されている。

6．結　び

九殿製塩遺跡は能登半島内浦を中心として海岸ぞいに割合いに濃密に分布している土器製塩遺

跡と深い関連をもつものである。

灘浦海岸には，九殿浜のような湧水と林地を背後にもつ土器製塩に適した場所がいくらもあっ

たらしいが，道路の改良等で今はそのおもかげがなくなった。従ってかつては存在していたと考

えられる土器製塩の遺跡も，現在は知る由もなく，この九殿遺跡が現在知られている県内唯一の

土器製塩の遺跡である。

製塩土器は指先で引き伸ばしたような棒状の尖底をもったもので，10c仇以上の長さの胴部を

もち直口型の口綾部をもっていたものと想像できる。時期的には7世紀を下るものであろう。

現地表下1．51托～21件のところに存在する灰白色砂層が当時の生活面と想像されるが，出土

土器量，遺跡のひろがりからみて，期間的に長いものでなく，規模的にも大きなものではないよ

うである。

灰白色砂層上に所々見られた粘土層が遺構とどう関連するものかは，これから解明せねばなら

ぬ問題である。

市そ考えている漁業栽培センターの敷地内には土器製塩の遺跡はないと考えられる。ただ，Ⅹ

5Y7区以東の海岸に至る迄と，以南の小川に至る区域（2図①イロ，イハ，②参照）は，将来の

発掘調査まで，現状のまま保存されることが望ましい。

九殿遺跡関係文献

富山県氷見地方考古学遺跡と遺物（氷高歴史クラブ報告書No・11）S・39・8

氷見市九殿浜遺跡調査概報　S．49．9　岸本雅敏

×　　　× ×　　　×

この稿を終るに当りこの発掘に従った氷見高校歴史クラブ員，氷見市教育委員会社会教育課員，

商工水産課貝の氏名を記してその協力ぶりに御礼をのべたい。

氷見高校歴史クラブ員

OB　　北元　洋　新宅英隆　吉坂田加夫　水元健蔵

3年生　伊藤賢治　上森優子　堀田かの子　谷口京子　棚田淳子

2年生　浜田義博　狭間　茂　山崎きみ子　広田淳子　春田亮子　山崎美恵子　橋本圭子

山崎裕美

1年生　福田和人　滝下松次　寺藤久美子　西川弘美　太田弘子　滝沢麻美子　奥原恵子

片山好美　小林秀美　横森優子

市，商工水産課員

松木利作（課長）蓮間秋男（係長）長谷川鎮治（係長）北本浄丸　宮本鉄和，仲谷一武

川崎辰夫，高嶋義嗣，茶山秀男

市，貌委，社会教育課員

岩上節男（課長）広瀬祥亮（係長）丸山久敬（同）大窪道美（同）曽根芳明，福井　弘

浦野修治，東海憤一
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3図　発掘地風景



4図　発掘風景
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5図　地層と土器の出土



くわ音色砂層
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男色表土

赤褐色粘土質上唇

同　上（礫まじリ）

男褐色粘土質上層

灰褐色粘土まじり砂唇

灰白色砂啓

枯1L層

③灰rl色帖十まじl）砂層

（り黄腕色槌十まじり砂屑

6図　発掘地地層（Ⅹ5軸）



【X9Yl） 〔X5Yl〕

【X－3Y17東壁面）　　　　　【Ⅹ－3Y17両壁面〕

〔X－3YlO東壁面）　　　　　　（X－3YlO南壁面）

l〔X－3Yl東壁面）　　　　　〔X－3Yl南壁面〕

7図

㊥灰抱色砂椙

発掘地地層（Yl軸）その他
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8図　出土土器　去：：：錯溺㌃詰需＿指，51言品・？・雷！吉賢，21・‥Ⅹ2Y2区



9図　出土土器1～11…Ⅹ2Y5区12～30‥・Ⅹ2Y4区



10回　出土土器 1－8…Ⅹ1Y5区，9～26…Ⅹ1Y4区



11図　出土土器 1－24…昭和30年採集（10，11，12，13‥・須恵器）
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12図　土器実測図　ま岩霊宝票当二7芸悪霊18土錘中段1～22土器尖底


